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１．概要（Summary） 

本研究では、材料に単結晶シリコンを用いたマイクロ振

動子デバイスにおいて、高感度センサのための設計指針

を示すため、振動子形状がレーザ照射による熱応力、共

振周波数に及ぼす影響について定量的に評価することを

目的とする。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速高精度電子ビーム描画装置、レーザー直接描画

装置、レジスト現像装置、ウエハスピン洗浄装置 

【実験方法】 

振動子のパターン形成のためレーザ直接描画装置を

用いてフォトマスクを作製した。デバイスはSOIウェハから

作製した。金ナノ構造を有する光吸収体は電子ビーム描

画装置を用いて作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 デバイスの概要を Fig. 1に示す。中央の光吸収体が両

端固定梁により支持されている。支持梁の本数や梁の角

の数を変化させたデバイスを作製した。SEM 写真を Fig. 

2に示す。光を吸収体に照射した際に生じる熱応力により

共振周波数が変化する。 

本研究では梁の本数や角の数など梁の形状が共振種

波数変化に及ぼす影響を明らかにした。梁の本数が少な

い場合および角ない場合において大きな共振周波数変

化を得ることができた。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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Fig. 1 Schematic of a resonator beam with one beam 

at one side and no corners, corresponding to Fig, 

2(a). The numbers of beams and corners varied from 

1 to 3 and from 0 to 9 at one side of beam  

 

Fig. 2 SEM images of the fabricated resonators. (a) 

and (b) show one and two beams at one side without 

corners, respectively. (c) and (d) show 1 and 9 

corners in one beam, respectively. 


